
。
わた〈しとき513.11J恨川と手H沼lこかこまれ自例とE史に'"

ぐくまれた技孫子町市民です.
わfニ〈したち旬、田園栂司叉化~f宵をめさす市民としての日

りをもち 明日への刷いをこめて ここに市民1!It.¥モ定めます.
本と臓と土のにおいがいっ1まいの 住みよいおUごにします
心と符'<I!たえ 笠を隻をと勉き陣UゆくあUとにレます
老人を大間にし 子どもの夢宅内て 泰也俗あUこにします
ふるさとを援し 叉化を高め 明か忽あUこ巳します
みん，.で治しあいきまりを守り 明るいあUこにします

章憲民市
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-

靖
国

d
u
山
子

引

O
慨

σ
咽
i
概

M
刊

ホ波貴島義旨
令 鈴
クリーンキャンベーン

お我孫子市文化祭のご案内4
我孫子市文化祭は、今年で33回を数え、内容もいっそう

充実。皆棟方のご来場をお待ちしております。

問い合わせ社会教育課fi(85)r151 E111~..;:_I.~1i咽司

駅
前
の
道
路
や
歩
道
巳
あ
ふ
れ
で
い
る
成
置
自
覇
軍
は
、

衝
の
美
観
を
鍋
ね
、
通
行
の
妨
げ
に
も
怠
り
ま
す
.
市
内

6

か
所
の
駅
巳
は
自
信
車
-
ミ
一
一
バ
イ
ク
ガ
ザ
ツ
と

T
万
2
0

0
0台
、
そ
の
う
ち
約

4
3
0
0台
ガ
股
置
自
転
車

(9
月

現
在
)
。
市
で
は
旬
月

1
白
か
ら
竹
月
初
日
ま
で
駅
前
肢
置
白

隠
車
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
.
般

竃
自
転
車
を
怠
く
し
て
、
安
全
で
快
適
な
現
焼
づ
く
り
巳
皆

さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
.

日
市
民
生
活
際

u

あ
と
を
絶
た
な
い

放

・

白

磁

車

自
転
車
は
、
便
利
な
乗
り
物
と

し
て
、
目
前
生
活
的
交
通
手
段
に
‘

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
l

y
ョ
ン
に
と
悩
広
く
利
用
し
て
い

ま
す
.

自
転
車
は
、
手
経
に
親
し
ま
れ

今
や

I
家
に

2
台
.
し
か
し
、
そ

の

一
方
で
駅
前
周
辺
に
放
出
品
さ
れ

た
自
転
単
は
、
あ
と
を
絶
た
ず
年

々

m加
の

一途・

放
置
自
転
車
は
‘
衡
の
楽
観
を

挽
ね
た
り
、
通
行
の
邪
魔
に
な
る

な
ど
、
市
民
全
体
的
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
.

放
罰
さ
れ
た
自
転
車
に
は
、
新

ロ
川
に
近
い
も
の
、
名
附
だ
け
が
削

ら
れ
た
も
の
、
カ
ギ
が
こ
わ
さ
れ

て
盗
難
車
と
思
わ
れ
る
も
の
、
長

い
間
放
挺
さ
れ
た
も
の
と
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

放
慣
し
た
人
は
、
縫
い
気
持
ち

で
あ
っ
て
も
、
利
用
者
の
手
か
ら

離
れ
た
自
転
却
は
、
そ
の
後
町
出
品

き
方
次
第
で
知
ら
ず
知
ら
ず
に
道

路
を
ム
さ
い
で
、
た
い

へ
ん
危
険

な
状
触
に
な
っ
て
い
ま
す
.

自
転
車
が
車
道
に
放
祝
さ
れ
る

と
、
救
急
・
消
防
活
動
的
障
害
に

な
っ
た
り
、
歩
行
者
向
通
行
司
妨

げ
と
な
っ
た
リ
、
駅
前
周
辺
町
交

通
に
彫
轡
を
与
え
ま
す
・

利
用
者
の
皆
さ
ん

へ

お

願

い

刊
月
間
山
田
か
ら
幻
自
は
、
駅
前

抜
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ

ー
ン
円
強
制
週
間
。

市
と
安
全
協
会
防
犯
協
油
開
会

で
は
、
こ
の
期
間
中
、
我
孫
子
・

天
王
台
駅
で
午
前
9
時
却
分
か
ら

駅
前
政
世
自
転
ゅ
の
駅
頭
指
槻
を

実
施
し
ま
す
。

自
転
耶
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
は

次
の
こ
と
を
守
る
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
・
ヲ
.

。
道
路
上
や
歩
道
に
自
転
車
等
を

放
澄
し
な
い
で
、
必
ず
自
転
車
駐

市
相
場
{
抵
場
)
や
自
転
車
原
リ
所
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
.

〈
〉
自
転
車
の
燦
難
防
止
の
た
め
に
・

住
所
、
氏
名
を
必
ず
幣
き
、
均
ギ

を
忘
れ
ず
に
つ
け
て
‘
防
犯
笠
品
開

(自
転
車
販
先
所
で
受
け
付
け
)

を
し
ま
し
ょ
う
.

。
駅
に
近
い
人
は
歩
き
ま
し
ょ
う

蹴
置
自
転
車
を

一

斉

摘

去

日
月
7
白
か
ら
9
目
、
市
内
駅

前
駐
輪
場
お
よ
び
周
辺
に
放
置
さ

れ
た
自
伝
耶
を
対
象
に
移
送
し
ま

す
.
移
送
目
的

1
週
間
前
に
暫
告

シ
l
ル
を
貼
り
つ
け
ま
す
.

移
送
日
に
な
っ
て
も
柏
市
告
札
が

つ
い

た
ま
ま
の
自
転
車
は
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
保
管
し
ま
す
.

催 L 内 書 等 日 程 会 場

三曲・日本質踊
日本のli;統!>'lを彼誠 10月28日(U)

Lます. 午前10時一午後 5時

熱唱、熱演殺しい 11月3日切
市

民組・民舞 民
υとときをどうぞ. 午前IO時~午後 5時30分 全

パレヱ・英露劇 ・ かわいいプリ 7 連. H月4日(同
自E

そして町ど白挫の皆 午前11時30分~
オ.

歌 回 闘 さんに乞うご期待. 午後 5時30分
Jレ

Ik天に朗々と容さ桜 11前月11時日(3日0} 
時 詠大会

ります.
午 9 升午~ 

後 5 時 30~骨

且月秋 季展
秋町五1月に bたいへ IO月27日仕)-10月28日旧}

ん題があります. 午前 9時~午碓 5時

茶
お気位に茶をご賞味 11月2日ω -11月4日1Jl)

品冨 くださJ、. 午前10時~午後 3時

総書道工化合連芸・車盟・展道盆問 覧・写会真

力作、傑作ぞろいて
11月2日{剣-11月4日旧) 中

寸..;!¥散な題味にあ

手考文 庫載生古・・ なた bチャレ ンジな 午))119時~午後4時
さってみては。 央

A-E?ラス戦.出

場者募集 {当日企嶋 10月21日(日l 八ム

回著大会
で畳付).参加世15∞午前10時~午後 5時

円(量貴付).問い合 (受付 8: 30-9 : 30) 

わせは佐久間宮(82) R 

2937へ.

段位‘級位各リーグ
品百

戦.出場者募集(当

回会場で受付). IO月21日(日)
将桜大会

書JKI賛1000円(長丘ー 午前10時~午後 5時
付)問い合わせは企

干宮(82)3394へ。

短散大企
31文字的文学11紳か 10月27日ω

なブームです. 午n;}IO時~午後 s時

fk的情感、しみじみ IO月28日(同 市民 全 館
俳旬大 会

と. 午前11時~午後 4時 大会議 室

路幽大金
6加工手町廃史.脈々 11月4日(U)

と. 午)jiflO時~午1量4時30分

東洋樹秋季展
識のすばらしきをご IO月27日(i，-IO月28日(U)

i~:tlください. 午前 9時ー午怯 5時 市民会附

洋ラン展
あでやかな花、 1~. 11月3日仰 第 2. 3企u;室

(当 日町出品 b可) 午前 9時30分~午後 5時

湖北菊花展
丹f.¥込めたl下品です 11月 l日附-11月6日{叫

湖北駅北口広場
(当日町出品 b可) 午前 9時~午後4時

我孫干菊花展
吾')bふ くい 〈と。 11月 1白附 -111H 日(刈

中央公民館前
(当目的tll品 b可) 午前 9時ー午後 4時

J 

寸
」

叩
月
引
日
(
日
)

一時
一
午
前
川
時
か
ら

「
L

午
後
3
時

雨
天
の
川明
合
は
お
日
(
日
)

圃
湖
北
台
中
央
公
園

事
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
パ

ソ
コ
ン

抽
滋

み
ん
な
で
た
く
さ
ん
ス
タ
ン
プ
を

あ
つ
め
て
、
す
て
き
な
賞
品
を
当

て
よ
‘
ヲ
.

4
紫
人
の
ど
自
慢
大
会

お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
家
族
そ

ろ
っ
て
‘
み
ん
な
集
ま
っ

て
ね
.

日
時
か
ら
始
ま
る
よ

事
動
物
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

み
ん
な
と
い

っ
し
ょ
に
か
わ
い
い

動
物
た
ち
と
あ
そ
ぽ
う

争
ち
び
っ
子
述
の
人
気
者
「
フ
ア

フ
ア
-
7
ッ
コ
」

地
元
町
産
業
を
紹
介
す
る
お
大
き
な
お
な
か
で
と
ん
だ
リ
は
ね

ま
つ
ワ
で
す
。
の
ど
白
地
大
会
た
り
た
の
し
い
よ

な
ど
梨
し
い
悩
し
が
盛
り
だ
〈

争
ふ
れ
あ
い
「
年
金
ひ
ろ
ば
」

さ
ん
・
ご
家
族
巡
れ
で
ど
う
ぞ
。
景
品
が
あ
た
る
よ
・

作年
金
ク
イ

事
産
灘
関
係
展
示

ズ
ω

三
角
ク
ジ
で
い
い
も
の
あ
て

企

業

別

展

示

ょ

う
.

事

青

空

市

V

問

い

合

わ

せ

底
抜
ま
つ
り
実

何
か
い
い
も
の
見
つ
け

よ

う

行

会

只

会

問

闘

宮
(
飽
)
3
0
0
0

前売券発売中

「食と緑のメッセ」

~"ðt" t憎覧会
期間:I1月18日-12月16日
会場 ・幕 張 メ ツ セ

砂入場料 大人1300同尚校生 800

向 小・中 学 生500円

砂 前売 券 発売所 平 n鈴鹿、ブッ

ク ス ス ズキ、荒井智底、石川帯光

堂、湖北 マ イ ン 内 あ びこサ ー ビス

セ ン タ 一 、レ コー トあつよる、ポ

ピ一、 中央公 民自lI‘ 図 哩F館布{庄

湖北台 分館 、市民会館内先I占ひ ろ

がリ ー 農政腺ー

337 、、主す反対長色米 軍機使用の基 i也，f，~ 下
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市
政

第

二

次

基

本

計

画

の

策

定

飽

策

を

よ

り

具

体

的

に

第
二
次
基
本
計
画
の
策
定
は
、

す
で
に
決
定
さ
れ
た
策
定
方
針
に

基
づ
き
第

一
次
基
本
計
倒
的
見
直

し
と
第
二
次
基
本
別
闘
の
策
定
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
計
画
で

は
、
各
部
門
ご
と
に
‘
こ
の
8
年

間
で
取
り
組
む
べ
き
鼠
占
.事
業
を

訟
定
す
る
と
と
も
に
、
取
り
組
む

べ
き
施
策
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら

か
に
す
る
計
画
と
し
ま
す
。

布

佐

駅

僑

上

化

年

内

着

工

を

目

指

す

早
成

2
年
第

3
回
市
墾
孟
定
例
晶
君
、

9
月
4
白
か
ら
ゆ
白
ま
で
の
柑
旧
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
、
冒
頭
、
市
長
ガ
竹
項
目
の
市
政
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
・
今
回
は
、

9
同
村
山
日

き
で
お
知
ら
せ
し
定
都
市
計
闘
の
見
直
し
を
隠
い
だ
叩
項
目
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
ま

た
、
線
案
は
、
国
際
受
流
基
金
条
例
の
制
定
や
宵
年
館
役
軍
及
ひ
管
理
巳
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
忽
ど

m
m案
ガ
上
程
さ
れ
、
継
続
審
査
と
な
っ
た
平
成
元
年
度
織
入
鼠

出
決
算
関
係

7
m察
の
ほ
か
は
、
す
べ
て
司
決
さ
れ
ま
し
た
。

般
報
告

J
R
側
に
お
い
て
返
納
省
へ
的
狩

可
申
間
及
U
最
料
的
な
餌
鐙
が
必

裂
で
す
が
、
年
内
稲
工
を
目
指
し

て一

M
努
力
し
ま
す
。

布

佐

駅

東

側

主

旭

区

画

整

理

事

業

平

成

3
年

度

の

固

定

資

産

税

の

評

価

沓

え

土
地
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
町

の
評
価
叫
甘
え
の
状
況
や
府
価
額
の

上
抑
制
合
‘
評
価
額
と
相
続
似
の

路
線
価
の
剖
合
等
の
調
節
を
図
る

な
ど
、
評
価
替
え
の
事
務
を
進
め

て
い
ま
す
.
家
屋
に
つ
い
て
は
.

平
成
元
年
建
世
間
ま
で
の
家
経
は
、

原
則
と
し
て
婦
、
ぇ
蹴
き
と
な
る
見

込
み
貯
す
が
.
平
成
2
年
以
降
建

築
家
島
に
つ
い
て
は
、
こ
の

3
年

間
的
労
務
質
等
町
高
騰
な
ど
か
ら
、

好
価
額
の
上
月
が
考
え
ら
れ
ま
す
.

受
給
者
の
皆
織
ヘ

児
旗
手
当
、
特
例
給
付
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
は
.
次
の
よ
う
な

定
率
約
刊
日
パ
ー
セ
ン
ト
、
建
物
移

転
車
約
W
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
.
駅
前
広
場
と
都
市
計
画

道
路
町
早
川
鍛
仰
を
目
指
し
、
事

業
内
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
.

大

后

法

の

運

用

適

正

化

と

大
型
后
出
庖
表
明
に
つ
い
て

5
月
初
日
か
ら
、
大
庖
法
の
運

用
趨
正
化
情
也
が
図
・
句
れ
‘
山
庖

捌
笠
処
理
問
聞
を
.
出
席
表
明
か

ら
事
前
説
明
.
期
間
側
協
を
含
め
一

[ 手苧芥守I巴I号事夢容存ら 竹 -

i 
-~で棒- 弘%守川

年
半
以
内
と
明
鋭
化
さ
れ
ま
し
た
。

(
阪
品
川
)
あ
び
ニ
ン
ヨ

y

ピ
ン
グ
プ

ラ
ザ
等
的
税
明
会
は
、

7
月
初
日

市
民
会
館
で
閉
山
聞
き
れ
、
中
小
小

売
業
者
と
消
費
者
等
市
余
名
が
香

川
。
今
後
も
開
悩
さ
れ
る
予
定
で

す
.

緑

の

保

全

を

図

る

緑

化

祉

推

進

道

本

計

画

を

策

定

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て

良
好
な
樹
林
地
内
保
全
を
図
っ
て

い
〈
こ
と
が
強
〈
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
a

こ
の
た
め
、
緑
化
施
英
土

般
に
つ
い
て
基
本
的
な
方
向
と
方

針
を
定
め
た
本
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
本
年
度
は
、
具
体
的
な
実

施
施
策
を
と
り
ま
と
め
.
日
開
化
推

進
策
施
刑
囚
向
型
苦
行
い
‘
ニ

的
問
問
に
基
づ
き
繰
化
推
道
総
策

の
災
現
に
向
け
努
力
し
ま
す
.

市

民

の

森

を

前

田

備

企市民の森予定地

て
い
ま
す
.
市
川町
が
向
山
町
と
ふ
れ

あ
い
現
し
み
な
が
ら
際
を
守
リ
引
け

て
て
い
く
こ
と
を
体
験
.
実
践
す

る
場
と
し
て
、
叫
山
筑
道
、
自
然
解

説
似
等
を
配
訟
し
、
同
月
末
開
聞

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

利
侵
川
河
川
敏
コ
ル
フ
縮

会
柱
の
舎
後
の
対
応
を
協
強

6
月
定
例
会
に
お
い
て
‘
第
3

セ
7
タ
ー
に
よ
る
ゴ
ル
7
幼
辿
般

は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
、
」
と
を
報

告
し
ま
し
た
が
、
取
手
市
.
枝川叩

子
市
町

9
月
定
例
会
以
降
に
、
役

貝
会
株
主
総
会
を
開
い
て
会
祉

の
今
後
円
対
応
に
つ
い
て
協
議
す

る
こ
了
と
と
主
リ
ま
し
た
.

よ
る

μ念
イ
ベ
ン
ー
が
'
n
h
札
ま

し
た
園川

念
式
典
に
は
.
山
H
K
‘
川
町
調

会
議
只
、

山崎嗣
会
総
貝
‘
出
川
戸
ま

ち
づ
〈
リ
協
叫
刷
会
役

H
等
が
参
列
‘

大
井
市
峰
、
鈴
木
刷
繊
同
汽
小
台

以
戸
ま
ち
づ
く
り
山
岡
崎
明
会
長
が
-7

ー
プ
カ

y
lを
行
い
(
写
真
)

開
館
を
悦
い
ま
L
た
。

午
後
か
ら
は
、
多
目
的
ホ

ー
ル
や
初
出
を
使
勺
て

円

妹
や
持
吟
.
吹
奏
楽
な
ど
の

発
表
、
烈
日
は
、
総
干
帆
画

会
、
バ
ザ

l
、
山
間
悦
席
.
カ

ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
悩
.
岡
田
と
も
好
天

に
也
ま
れ
.
延
べ
約
2
0
0

0
人
的
人
出
で
に
さ
わ
い
ま

し
ト
、
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記
念
イ
ベ
ン
ト
盛
大
に

根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

9
月
初
日
(
水
)
、
市
内
造
船

田
町
山
田
戸
近
隣
セ

ン
タ
ー
が
オ

ー
プ

ン
し
ま
し
た
.

ζ

れ
に
先
立
ち
.
U
日
(
土
}

午
山
中
に
附
飢
配
念
式
典
が
.

同
日
午
後
と
幻
自
(
日
)
は
.
制

戸
ま
ち
づ
く
リ
協
議
会
主
山
に

主

NECが県内初~ø
企業協力

成分献血に28人

申

学

校

給

食

1

我

孫

子

方

式

を

僕

索

一

れ

m案
内
こ
何
事
業
に
つ
い
て
は
‘
一

地
仙
自
校
方
式
で
災
施
可
能
か
宇

一こ

校
別
に
側
査
し
て
き
ま
し
た
が
‘

r

一
部
で
学
校
管
理
運
営
上
支
障
を
一

『
保
存
縁
地
」
と
し
て
指
定
さ
れ
き
た
す
等
的
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

一あ

て
い
る
樹
林
地
等
の
中
か
ら
、
所
て
い
ま
す
。

笑
現
に
向
け
、
我
孫
一

有
者
の
同
意
向
得
ら
れ
た
問
先
戸
子
方
式
を
悦
鍛
す
べ
〈
努
力
し
て

で

駒
田
地
先
約
2

5

へ
7
7
l
ル
お
リ
ま
す
の
で
‘
い
ま
少
し
猶
予
「

を
市
民
的
殺
と
し
て
桜
川
酬
を
進
め
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
@
一
-

国
際
交
流
基
金
条
例
な
ど

一夕

日
議
案
を
可
決

圃
四
国
際
交
流
基
金
条
例
の
制
定
的
所
朴
午
前
申
墳
を
明
仰
に
す
る
た
め
圏
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
パ
ゾ

国
際
交
流
活
動
を
継
続
的
、
安
定
箇
職
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
コ
ン
教
室
用
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
等
を

的
に
築
地
で
き
る
財
政
築
盤
を
帥
附
す
る
条
例
執
行
体
制
的
強
化
を
取
得
す
る
た
め

保

す

る

た

め

図

る

た

め

圏

市

道

路

線

の

飽

定

に

つ

い

て

圏
青
年
館
設
置
及
び
管
理
に
聞
す
画
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
地
域
住
民
的
交
通
の
便
に
供
す
る

る
条
例
の
一
舗
を
故
正
す
る
条
例
て
(
仮
称
)
市
営
住
宅
小
暮
団
地
ニ
と
か
ら
、
新
た
に
市
道
路
線
を

布
佐
中
央
背
年
館
及
び
線
戸
背
年
建
設
工
事
(
本
体
工
事
)
第
一
期
工
認
定
す
る
た
め

館

を

廃

止

す

る

た

め

事

的

締
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
圏
平
成
2
年
度
我
孫
子
市
一
般
会

圏
常
勤
の
特
別
臓
の
職
員
の
給
与
圏
工
事
問
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
計
繍
正
予
算
(
第
1
号
)

等
に
閲
す
る
条
例
等
の
一
部
を
故
て

新
木
団
地
排
水
盤
備
工
事
国
国
平
成

2
年
度
我
孫
子
市
公
共
下

正
す
る
条
例
絵
柄
情
勢
並
び
に

{
そ
の

3
)
向
的
負
契
約
を
締
結
す
水
道
事
雛
特
別
会
計
補
正
予
算

他
市
と
の
均
衡
及
び
一
般
職
と
の
る
た
め

(第
l
号
)

均
衡
を
ぎ
皿
し
、
報
酬
及
び
給
料

銅
工
事
側
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
羽
山
寄
港
鳴
の
任
命
に
つ
い
て

の

月

額

を

改

定

す

る

た

め

て

市

立

我

孫

子

中

学

校

座

内

運

鈴

木

中

氏

昭

和

3
年
6
月
4

軍
特
別
職
報
酬
等
審
脱
会
条
例
の
動
場
岡
崎
改
築
工
事
(本
体
工
事
)
の
日
生
白
山
3
丁
目
5
番
1
号

一
部
を
改
正
す
る
条
例
都
級
会

梢
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め

去
る
9
月
初
日
(
木
)
.
幻
目
(
金
)

の
2
日
間
に
わ
た
り
.
日
本
位
気

我
孫
子
市
中
難
場
(
目
的
出
)
で
県
内

初
的
企
業
内
で
の
成
分
献
血
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

成
分
献
血
は
.
血
液
中
町
血
し

ょ
う
と
血
小
板
だ
け
を
取
っ
出
し
‘

亦
血
球
な
ど
は
そ
の
ま
ま
か
ら
だ

の
中
へ
思
す
献
血
方
式
.
血
し
ょ

う
か
ら
作
ら
れ
る
血
し
ょ
う
分
回

創
剤
(
説
固
因
子
製
剤
.
ア
ル
ブ

ミ
ン
製
剤
、
免
疫
グ
ロ
プ
リ
ン
製

剤
)
は
、
多
く
の
治
療
に
使

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

加
パ

1
セ
ン

1
以
上
が
愉
入

に
た
よ
っ
て
い
ま
す
.

今
回
、
献
血
さ
れ
た
方
は

鎚
笥
三
段
跳
び
で
ソ
ウ
ル

の
qAA'

五
輪
に
出
場
し
た
山
下
訓
史

さ
ん
(
写
真
)
も
協
力
し
て
い

ま
し
れ
も

市
で
は
今
後
も
、
多
く
の

企
業
に
成
分
献
血
の
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。
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ゅ
う

dn

「
団
結
、
友
誌
、
進
歩
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
中
間

・
北
京
で
9
月

辺
目
、
第
U
回
ア
ジ
ア
続
技
大
会

が
開
会
。
同
日
聞
に
参
加
幻
か
国

内
選
手
が
熱
い
ド
ラ
マ
少
械
リ
広

げ
‘
川
月
7
日
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。

「
緊
張
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

が
‘

何
ん
だ
か
分
か
ら
な
い
う
ち

に
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
」
と
武
術

競
技
・
商
品
中
で
堂
々
の
銅
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
勝
部
曲
冊
子
さ
ん
.
こ

の
続
投
に
参
加
し
た
女
子
選
手
の

な
か
で
唯

一
円
メ

F
ん
で
あ
る
。

「
よ
か
っ
た
。
今
、
〆
ダ
ル
的

損
み
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
暮
ひ

を
か
み
し
め
る
。

太
甑
拳
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
が
、
商
品
申
も
中
国
武
術

市
で
は
、
老
人
保
健
の
向
上
と
高
齢
者
宿
祉
の
燈
遂
な
ど

を
目
的
に
、
富
岡
航
者
の
万
の
入
院
巴
伴
い
支
払
う
付
添
篭
讃

料
と
老
人
医
療
に
お
け
る
付
添
省
担
料
の
支
給
基
準
額
と
の

差
額
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
巳
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
老
人
保
健
法
に
よ
る

医
療
が
受
け
ら
れ
る
高
齢
者
が
、

保
険
医
療
機
関
等
に
入
院
し
、
付

治
活
蛾
人
を
要
し
た
場
合
、
そ
の

支
払
っ
た
付
添
肴酬明
科
が
、
老
人

保
健
法
に
基
ワ
い
て
支
給
さ
れ
る

基
地
蛸
酬
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の

蓋
傾
向
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
本
年

ω月
1
日

以
降
肉
入
院
で
支
払
わ
れ
る
付
添

活
餓
料
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
.

申
前
向
方
法
、
助
成
の
額
な
ど
に

つ
い
て
は
‘
次
め
と
お
り
で
す
。

V
支
給
対
象
者
市
内
に
居
住
し
、

市
町
住
民
基
本
台
帳
に
紀
録
ま
た

は
外
国
人
登
録
原
撲
に
登
録
き
れ

て
い
る
高
齢
者

曹
助
成
開
始
時
期

平
成
2
年
同

月
l
日
以
降
の
入
院
に
係
る
分
か

らV
助
成
額
老
人
保
健
法
的
規
定

に
よ
り
、
宥
抽
叫
が
認
め
ら
れ
た
期

間
1
日
に
つ
き
2
0
0
0
円
.

(
指
定
の
金
融
機
関
へ
町
口
座
間
間

込
み
と
な
り
ま
す
)

V
助
成
の
申
筒
市
老
人
医
療
付

添
看
種
料
差
額
助
成
申
締
官
官
に
よ

り
1
か
月
ご
と
の
申
的
。
(
肴
縫

に
係
る
老
人
保
健
医
療
費
支
給
申

摘
と
同
時
に
申
摘
で
き
ま
す
)

V
助
成
の
制
限
第
三
者
向
行
為

に
よ
る
疾
病
や
負
傷
、
基
単
宥
胞

を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
等

の
付
添
宥
鰻
等
に
つ
い
て
は
助
成

さ
れ
ま
せ
ん

a

V
問
い
合
わ
せ
間
働
者
間
刷
祉
課

老
人
福
祉
係
(
内
線
3
1
3
)

来
年
4
月

1
日

に

保

育

園

へ

入

園

を

希

望

さ
れ
る
方
は
、
日
月

1
日
(
木
)
か
ら
引
日
(
水
)

ま

で

に

申

請

手

続

き

を

し

て

く

だ

さ

い

。

⑤
長
期
に
わ
た
る
倒
人

の
符
飽
な
ど

。

季

語

に

あ

た

っ

V
申
聞
方
法
入
国
申
鮪
容
は
児

童
保
育
課
お
よ
び
各
保
育
園
に
あ

り
ま
す
。
市
立
保
有
閣
の
入
閣
申

V
入
国
で
き
る
基
準
児
主
的
保

て
い

る

簡

は

、
直
接
児
童
保
育
課
へ
、
私

級
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の
①
か
⑦
市
長
が
認
め
る
前
各
号
に
鎖
す
立
保
有
国
は
、
各
保
育
聞
に
提
出

ら
⑦
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
骸
当

し

、

る

状

態

に

あ

る

こ

と

し

て

く

だ

さ

い

。

家

庭

保

有

が

困

難

な

児

貰

な

お

、

就

労

者

は

1
日
4
時

間

揖

来

年

4
月
を
除
く
各
月
の
入
閣

①
昼
間
に
居
宅
外
で
労
働
以
上
、
月
古
凶
日
以
上
の
就
労
申
舗
は
、
陥
没
宜
け
付
け
を
そ

②
同
党
問
に
居
宅
内
で
労
働
が
必
袈
で
す
。
ま
た
、
学
併
前
児
て
い
ま
す
・

③
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
聞
が
な

訟
が
2
人
以
上
い
る
場
合
は
、
す

V
問
い
合
わ
せ
市
立
保
有
聞
に

い

べ

て

の

児

童

向

入

闘

が

必
要
で
す
。
つ
い
て
は
旧
見
張
保
育
謀
、
私
立
保

@
病
気
ま
た
は
身
休
に
障
害
を
有
曹
入
園
で
き
る
年
齢
生
後
6
月
育
閣
に
つ
い
て
は
各
保
育
凶
へ
。

し

て

い

る

以

上

か

ら

5
成
ま
で
.
4
月
1
日
‘
保
育
園
一
覧

に
年
齢
が
途
す
る
場
合
も
申
鰍
は

受
理
し
ま
す
。

⑥
産
休
明
け
保
育

-
対
象
非
伎
町
出
日
以
上
向
乳
児

・
実
施
保
育
園
市
立
舟
保
脊
園
‘

市
立
湖
北
台
保
育
園
、
私
立
一忠震

保
育
園
、
私
立
慈
紘
保
育
凶

@
障
害
児
保
育

-
対
象
保
育
に
欠
け
、

集
図
保

育
が
可
能
な
軽
度
心
身
障
害
児
章

目
標
陪
冗
リ
コ
ビ

v
q

の
一
つ
。
空
手
の
源
流
と
も
い
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
型
的
美
し
き
、

力
強
き
‘
正
確
さ
を
段
、

1
映
画

的
ジ
ャ
ッ
キ
l

チ
ェ
ン
の
ア
ク

シ
ョ
ン
に
見
句
れ
る
町
が
そ
れ
で

み
る
。「

休
を
動
か
す
.
何
か
を
や
り

た
い
」
と
7
年
前
、
大
学
入
学
と
っ
た
。

同
時
に
カ
ル
チ
守

l
セ
ン
タ
ー

に

尻

在

東

京

町

2
か
所
内
カ
ル

入
会
。
昭
和
日
年
、
全
日
本
武
術
チ
ャ
l
セ
ン
タ
ー
で
講
師
を
助

太
町
出
品
苧
選
手
権
荷
参
内
部
で
初
催
的
、
過
に
A

旬、

5
回
は
所
属
す

勝
。
翌
年
は
2
位
に
甘
ん
じ
た
も
る
協
会
で
練
習
に
励
む
.
「
そ
の

町
内
何
年
か
ら
3
速
断
を
迷
成
し
、
目
的
気
分
や
自
分
の
体
形
に
合

ア

ν
ア
大
会
出
場
備
を
も
勝
ち
取
わ
せ
て
で
き
、
き
め
ら
れ
た
型

ど
お
り
で
は
な
く
.
好
き
に
で

き
る
の
が
魅
力
で
す
」
と
滞
る
。

ア
ジ
ア
般
技
大
会
は
4
年
後
、

広
島
で
開
催
さ
れ
る
.

「
も
う
一
度
、
出
た
い
で
す

ね。

4
年
た
て
ば
中
国
と
の
差

も
縮
ま
リ
、
金
メ
ダ
ル
も
夢
で

は
あ
リ
ま
せ
ん
a

そ
し
て
、
オ

リ
ン
ピ
ッ

7
の
正
式
櫛
目
に
な

れ
ば
、
ぜ
ひ
出
場
し
た
い
』
と

目
が
鮒
い
た
。

子さん

アジア大会武術競技で
見事銅メダル

勝部典
(綬戸)

邸阜号宿見富
⑫飽属医会園

来年小学校入学予定児家(昭和59年4月

2日から昭和60年 4月l日生まれの児童)

の健康診断(知能検査を含む)を行い ます。

砂受付午 後 1時から l時30分

砂服装 ボタ ン矧のないものを着用

砂問い合わせ 学校教育課岱(85)1151

八
月
か
句
九
月
に
か
け
て
、
道

ば
た
や
土
手
な
ど
日
当
た
り
の
よ

い
場
所
で
一
本
的
基
の
先
に
淡
紅

繁
色
町
花
穏
を
付
け
た
ル
ツ
ポ
を

よ
く
見
掛
け
た
。

ル
ン
ボ
と
い
う
名
前
同
意
味
は

不
明
だ
が
、
「
益
相
」
の
写
会

ーあ
て

?

1

3
4A
山
i

・h
a

る
こ
と
が
多
い
。別
名
を
「
参
内
傘
」

と
い
う
が
‘
ニ
れ
は
花
総
と
茎
の

山
川
が
、
宮
中
に
参
内
す
る
公
家
に

従
者
が
差
し
僻
け
る
長
い
術
的
傘

を
た
た
ん
だ
姿
に
似
て
い
る
こ
と

か
ら
き
て
い
る
。

ル
ツ
ポ
は
地
下
に
え
イ
セ
ン
の

球
艇
に
似
た
鱗
藍
を
持
っ
て
い
て
、

そ
こ
か
ら
毎
年
花
茎
や
紫
を
伸
ば

し
て
い
る
。

こ
の
鱗
茎
は
肌
…
叩
明
色
町
外
皮
に

憧育園名 所在 地 電踊

H 緑1-6-2 82-1059 

市 舟 持1-13・11 82-9552 

湖北古 湖北古3-1-16 88-24閃

東1，びこ 東我孫子1-5-22 回-3165

棋戸 恨戸967-2 82-5572 

立 並 木 並木5-2-19 84-3983 

つ(L?t つ(LnH7-2 制剖22

湖北 中峠1423 88-1059 

弘布佐 宝 布佐2318 的-27叫

忠霊 湖北古8-16-9 関-7771

慧 t，湖北古3-13-13 88-開74

立且草 新本nl-2-zg 路ー侃65

1自 凪直竺2-3 鎚-3338

月 日 学 校 名

11月 5日開) 我孫子揖三小学校、並木小学校

6日(火) 布佐小学校

7日付4 ll:晶子第二小学位‘湖北古西'1411

9日(句 wr木小学校

14日(柑 14'北小学校、湖北古制、竿I~

15日b付 我孫子第四小学校

16日闘 高野山小学校、恨戸小学校

27日ω ft晶子第一'1、学位、布佐南小宇佐

包
ま
れ
、
ネ
専
の
よ
う
な
香
り

が
あ
る
.

策
は
二
枚
が
向
か
い
合
い
、

肉
質
で
軟
ら
か
く
、
出
車
両
が
〈

ぼ
ん
で
い
る
。

花
は
六
弁
で
淡
和
紫
色
。
お

し
べ
の
柄
や
、
め
し
べ
の
孤
も

紫
色
を
し
て
い
て
面
白
い
。

花
は
花
穂
町
下
か
ら
上
へ
順

番
に
咲
〈
が
、
上
部
の
花
が
映

〈
頃
に
は
、
下
部
の
も
め
は
花

び
ら
が
散
っ
て
‘
ピ
!
?
ン
円

形
に
似
た
製
英
に
な
る
.

(
文
-
写
真
佐
久
間
俊
行
)

>>[!!;拶鵡
(ゆり科)

小

型

合

併

津

化

槽

の

設

置

に

補

助

金

市
で
は
、
小
川
合
併
浄
化
倒
的

普
及
を
凶一
る
た
め
、
設
慣
に
必
要

な
叫
日
用
の
一
郎
を
術
助
し
て
い
ま

す
.ニ

れ
は
、
河
川
や
制
泊
の
水
質

汚
濁
の
主
な
脈
問
が
家
経
惟
排
水

に
あ
る
こ
と
か
旬
、
公
共
下
水
道

館
可
区
比
外
的
地
肢
を
付
象
に
合

併
処
理
浄
化
州
向
普
及
を
図
り
、

汚
濁
的
進
行
を
防
止
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

V
対
象
浄
化
槽
川
人
榊
以
下
町

小
製
合
併
浄
化
仰
で、

B
O
D
の

除
去
車
問
%
以
上
、
版
流
水
の

B

O
D
が
1
リ
y
ト
ル
当
り

m
Jグ

ラ
ム
以
上
的
機
能
を
も
つ
も
の

V
対
象
地
械
公
共
下
水
道
事
推

計
闘
の
認
可
区
山
崎
北
び
に
地
域
L

尿
処
別
組
設
等
の
区
械
を
除
く
地

域
(
久
守
家
、
柴
崎
、
側
一戸
.
同

閉
山
、
附
発
戸
、
下
ヶ
戸
、
古
戸
、

日
秀
、
新
木
、
布
佐
、
中
川
町
、
新

々
岡
町
一
郎
等
.
新
木
川
町
二
了
目
、

江
蔵
地
の
全
域
)

-v
対
象
者
対
象
色
威
内
に
合
併

浄
化
摘
を
新
設
ま
た
は
汲
み
取
り

便
槽
の
改
造
、
単
独
ゆ
化
凶
叩
の
交

挽
に
よ
勺
て
設
誼
す
る
方

出
申
相川
方
法
な
ど
詳
し
〈
は
、
環

境
保
全
際
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
ど

さ
い
.

309，000円

463，000円

限度額

槽

6 -7人槽

マ補 助 金 額

人槽

人5 

339 

824，000同8 -10人僧



在日常32LL| (当~~且 | 定例教育委員会開催
|砂日時 10同25巳〈不〉午後1筒

:認(422ZZ認 3|千葉県最低賃金の改正 1 1ふ 〈賄額会会総室〉

I ~ 問い合わぜ 毅宵委員会総務
砂会場 市民会館〈当日券育り〉 舎月ガら干葉県最低貝金額ガ次 ド

惨問い合わせ在会叡育課 のとおり配されまし定。 I空

白昌司司 ;:た:2223222L賃|ナースパンクに登録を |

1 emOMJimìi~~~ 1 ~際宮抑制5211 | 未拭網 開の再就業を促進
歯の健康指導受講者| | 向島スパ川こ登録を。

|タフシードライバー親切運動|
歯みガき指車事や希盟茜にフッ化 I ' ， - "".  "，U'~_ I ~連絡，% 環io!¥!l区ナースパンク

吻塗布を歯料医師会の協力で実泊。 竹同1白から3か月間 fヲクシ t:t(63)4448(水盆[1MB)

砂日時 竹月8日〈木〉午前10時~ 規切運動J を実B屈します。ヲワ I 'nA I'r'k:~O~~ß\'t7，，"m l-&. I 
竹筒湖、午後明-2剛分 シー車内にある戸ンケート錨 lこ |'91年願民手帳の予約鮒|

砂会崩 保健センター〈白用無制〉 より観切1d.'9?シードライバーの 惨頒価ポケット版300円、申型版

惨対象 2歳6か月から6繍!見 }桂鵬やご競貝等を市道路服宮崎送 5∞円〈郵送料は別途負但〉

惨定員 先'i'l2503 体系箆備連絡協級会へお寄ゼく疋 砂申しidみ ・問い合わせハガキ

砂申し込み 問い合わせ 10月20さい。戸ンケートをもとlこ観切な !こ手般の極類 敏、住所、氏名、

日〈土〉までに往復ハガキけ 人'9つシ ドライバーを表彰しま可。句首雷雲を明記し、 10月20日〈工〉

仰こ住所、氏名、年齢、問者 |警 察 署 か ら | ?でに我孫子18田市役所文S吟
名、咽番号を明記し、刷出一 直一 I I慶応義塾大学出身の方ヘlT2-16保隠センター宮(87)竹31へ @犯罪銀査lこご協力を l l 
| 総務件解決や犯罪防庄のため次 我孫刊区の舗作成の疋め、

小姓書道コンクール開| のことにご協力ください。 ご連結ください。

惨応募資格市内の小学3年生ガ ー恨蓄にあっ定時は必ず届出を 砂連絡先満侵n(82)04B8

う6年生(芭初用紙でオ人T点〉 犯罪を見たり、悶いたら 竹O醤 ぷλ/写¥c:¥f:.%¥!i.五¥
砂課題 3-4年生「こしひかりJ 通報を ⑩ @ω⑨)(塑)

昌司副司 |開 5周年融和I;ぽ;t2ん問 F2t;::査およ2叩 ;tZ233252:3335
|文化財講座l:3T2212Tホ民主主詰?322332ぷ;用臨を閲股 品 2J目祭礼各制から社会

砂日程 10月20白から12月1日ま -IVC我孫子駅前〉、入場料旬(氾同 記レ、我孫子恰58市役所農政探へ 下記軍事用lu8oで、お気廷にご4目 福祉のだめにと7万3α抱月の窃伺

での包週主随8(11月3巴を除く〉 砂問い合わせ 山田宮(89)3760 出作畠は11月18日〈日〉産業まつり 齢、問い合わぜください。 がありまし疋。

iiiyi缶詰|習慣習盟 需品-凋 722:232532lifizziiJi悲
惨申し込みー問い合わせ 鱈鱈で の催し盛りだくさん。(舎加無料〉 惨対象小学6年生および中呼生 | 寿市民センターの休館 | ましだ。

市史絹さん室ft(85)2481へ 惨日時 11月3日〈祝〉、4白(白〉 惨練習日主に工ー臼!iil日と祝日 | 男市民センター!晶、i!<修工事 I'vパチンコフラミンゴ犠(つくし

|鰐祭講演会| 誌な; 誌とその周辺郡我官長官 | 法 認さ 出 足 立 。lZ3253孟主主ぷ
:::;Z222L;Eft-132広忍組青少年婦 1布佐卓球ク三Z里)I7Z二E132二テイ探 luzzレとカレ皿の寄贈ガあ

砂テーマ 障害者の社会事事加 |第 5固我烈子オーブン| 砂練習目 白週木躍臼 〈午後7時

~III師 勝矢光信氏〈江戸川区福 |家庭婦人卓~大会 I 30分-9時〉と臼曜日〈午前9時

担HB8o栂談員〉、入極鏑料 砂日時 11月22日〈木〉午前9時 45分~竹筒45分〉、布佐小体育館

除問い合わせ身体陣容者福祉セ時儲市民!<$:育館 惨連絡先負担〈即4855、金野

ンタ一世(88)0141 砂種目 ランク5')J団体戦 (4単 n(89)1339
|手勢拡-時・2雲1 74AJ73T23∞円 |経験「まどか踊力会員|
惨日時 101司17日〈水〉から20白 砂申し込み，問い合わ甘竹月5 お年寄りゃ易体随害者怠どの日

〈主〉午前9筒30分から午後4時 日〈月.@茜〉まで!こ現金也留で大 常生活のお手伝いをする有料在宅

砂会樋 市民会館〈入場燃料〕 会名、ランク、住所、氏名、 電路 福祉サービスのグループです。

砂問い合わぜ 〈社〉我孫手市シル 番雪を記入し、告書加貨を添えて湖 炉内容 家事と軽介護

パ人材センタ宮(88)22∞ ~~台5-1-7 杉原忠美予告(87)2552 ~連絡先 中丸n(87)2346

1-1国際受流の会講演会午後ア時-9時〉へ I I学童保育室指導員|
|市民バレーボール大会 l 

'日開 10月21日〈巴〉、調演午後 1""'-'" ，- IV'''~ I 惨クラブ名新木小ひかりクラブ

2時から3時30分、思議会午後3砂日程 10月28日〈日〉 一般女子、 惨連絡先 宵本宮(88)7544または

時30分から4筒30分 家庭婦人、竹月4臼(白).・一般男 君〈飽〉ω19(夜周〉

炉会組語 恨戸近隣センター 子〈いずれも市民体育館

1990. 10. 16 (4) 一一、=(1).' 裁j第791号
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平成2年10月7日現在
(対前年比)

Jl.6火
山積律相続=市民相説室9∞万ら究1!!10芭慢贋
'Vつつじ荘体館

Jl.7水ゅ消費生活相肢=市民1M書室10∞-15∞

Jl.8木
ゆ年金相麟=市民相談室10・∞-15∞
"健康相麟=つつじ荘11∞-12:∞

Jl.'9l金

2([]):t ，，..少年の日

2119 
，...範燭相麟ー菊市民センヲ一切.日ト14:∞
，...日曜当置屋=テレホンザーピス 内家庭の日
時体8tlU輯棚田=休日I!UI増置所由民錨捌小11却

22月
『市...~市~配民図ごと書栂館体断館休館=而佳山豆所鳥9の∞糟~物1館5陣∞館
..つつじ荘

2~火 ..法陣相股=市民4日I自室百・∞から先箇1081-:1慶

2~水 市消費生活栂腕=市民栂I貴重叩'∞-15∞
内戸ルコ ル家康叡重=天王台旬年舘13・30-16∞

25木 1人慣行政相践=市民相訪室10∞-15:∞

26金
27主 "市役所閉庁 (一回の庖191<1除く〉

2819 ..白幡当番医=テレホンザーピス
哨811量量韓関目=悶担車重Uli!¥用価民主E円四{ト11:却

29月
J"~配民ごと相以館=辺市民セ体抱ン館ヲ育館-体9体館:(館旧-15・∞
ν市 図荘園田除路陣 腐匂市の民
1'.つつじ :... 糟

~([])火 ~律相股=市民相以室9・∞から先週1031:11l:l

ーつつじE体館

~Jl.水
ゅ消費民生活f自陣ー市民期相限続=室10照:∞巳~臼15∞ 
切園年童保隣斜舘嗣 口座
7市民図・館体
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